





































2 岐阜大学教育学部・大学院教育学研究科 2006、同 2008。海外実習の全行程の中でエアフルトでの学
生との交流がとても印象に残ったという記述が随所にある。
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CEFR では、action-oriented approach として、言語の使用者ないし学習者は、一定の環境や行動領
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